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能
の
所
作
と
伝
承
ｌ
観
世
鏡
之
丞
氏
に
聞
く
ｌ
山
中
玲
子
日
本
舞
踊
・
歌
舞
伎
の
所
作
ｌ
中
村
京
蔵
氏
に
聞
く
児
玉
竜
一
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
「
江
戸
時
代
初
期
型
付
に
基
づ
く
実
験
的
復
一兀」
中
司
由
起
子
江
口
文
恵
柳
瀬
千
穂
深
澤
希
望
能
・
狂
言
と
絵
画
Ｉ
描
か
れ
た
能
・
狂
言
の
系
譜
ｌ
宮
本
圭
造
講演〈能型付〉の新旧ｌ「泣く」から「シホル」へＩ表
章
を
発
行
し
た
。
Ａ
【六十周年企画】
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の
・
際
だ
［紀要『能楽研究」第三十七号の発行］
２
０
１
３
年
３
月
ｎ
日
付
で
、
研
究
所
紀
要
『
能
楽
研
究
』
第
〃
号
発行した。Ａ５判捌頁。内容は次の通り。
つものｌ」 ヒ
ヒ
台日
楽研究所彙報（一一○一一一年四月～一一○一｜二年一一一月）
伊
海
孝
充
竹
内
晶
子
能界展望（平成幼年）
石
井
倫
子
能楽研究所彙報（平成昭年度）
［第三十四回観世寿夫記念法政大学能楽賞］
第
三
十
四
回
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
の
受
賞
者
に
、
２０１２年皿月３日（月）に開かれた選考委員会（委員は、松
本
雍
・
み
な
も
と
ご
ろ
う
・
西
野
春
雄
・
観
世
銭
之
丞
・
福
田
好
朗
（法政大学国際学術支援本部担当常務理事）・徳安彰（法
政大
学法人本部担当常務理事）・山中玲子・宮本圭造）の推薦に基
づ
い
て
羽
田
昶
氏
と
粟
谷
能
夫
氏
の
２
名
が
選
ば
れ
、
ｎ
月
７
日
付
で
研究展望（平成別年）
江
口
文
恵
宮
本
圭
造
高
橋
悠
介
表
き
よ
し
小
林
健
二
山
中
玲
子
中
司
由
起
子
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〔
受
賞
者
〕
羽
田
昶
（
は
た
ひ
さ
し
）
氏
〔贈呈理由〕能楽の演出技法研究を重ねてきた氏は、くわえ
て
評
論
や
解
説
、
復
曲
等
の
幅
広
い
活
動
を
通
じ
、
常
に
能
の
実
演
と
研
究
、
演
者
と
観
客
と
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
の
研
究
成
果は２０１２年刊行の共著「能楽大事典」（筑摩書房）にも十
分
活
か
さ
れ
て
い
る
。
長
年
に
亘
る
氏
の
活
動
が
能
楽
界
に
果
た
し
た
多大な貢献を高く評価する。
〔
主
な
経
歴
〕
東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
。
武
蔵
野
大
学
客
員
教
授
お
よ
び
同
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
非
常
勤
研
究
員
。
１
９
３
９
（
昭
和
翌
年
東
京
生
ま
れ
。
田
（
昭
和
辺
年
国
学
院
大
学
文
学
部
文
学
科
（
日
本
文
学
専
攻
）
卒
業
。
海
城
高
校
・
開
成
高
校
教
諭
を
経
て
、
両
（
昭
和
Ⅲ
）
年
に
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
研
究
員
と
な
り
、
演
劇
研
究
室
長
、
音
楽
舞
踊
研
究
室
長
を
経
て
、
２
０
０
０
（
平
成
、
）
年
定
年
退
職
。
同
年
４
月
武
蔵
野
女
子
大
学
（
２
０
０
４
年
か
ら
武
蔵
野
大
学
）
文
学
部
教
授
と
な
り
、
２
０
０
２
（
平
成
Ⅲ
）
年
か
ら
定
年
で
退
職
す
る
２
０
１
０
年
ま
で
同
大
学
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
務
。
こ
の
間
、
１
９
６
７
～
氾
年
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
の
編
集
と
執
筆
に
携
わ
る
ほ
か
、
間
～
朋
年
に
は
「
能
楽
鑑
賞
の
会
」
運
営
委
員
と
し
て
活
躍
。
帥
年
以
降
は
文
化
庁
芸
術
祭
能
楽
部
門
審
査
委
員
、
国
立
能
楽
堂
三
役
研
修
講
師
、
国
立
劇
場
専
門
委
員
、
文
化
審
議
会
文
化
財
部
会
専
門
委
員
等
、
国
の
文
化
芸
術
に
関
わ
る
職
を
歴
任
し
た
。
ま
た
「
楽
劇
学
増
田
壽
男
総
長
名
義
の
通
知
を
各
方
面
に
発
送
し
た
。
贈
呈
理
由
と
受
賞
者
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
〔
受
賞
者
〕
粟
谷
能
夫
（
あ
わ
や
よ
し
お
）
氏
〔
贈
呈
理
由
〕
伝
統
的
喜
多
流
の
芸
系
を
踏
ま
え
流
儀
の
中
核
と
し
て
充実した舞台を展開している氏は、２０１２年の〈松風〉
〈砧〉〈八島〉において特に優れた舞台成果を見せ、重厚と滿酒
を
併
せ
持
つ
独
自
の
芸
境
を
印
象
づ
け
た
。
後
進
の
指
導
に
力
を
尽
く
し
、
ま
た
、
地
頭
・
副
地
頭
と
し
て
多
く
の
舞
台
の
成
功
を
支
え
て
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
〔主な経歴〕喜多流シテ方。１９４９（昭和別）年９月ｎ日、
喜
多
流
シ
テ
方
粟
谷
新
太
郎
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。
弘
年
〈花筐〉の子方にて初舞台。祖父益二郎、父新太郎の指導を経
て、同年喜多流十五世宗家喜多実に入門。帥年〈経政〉で初シ
テ。氾年〈猩々乱〉、巧年〈小鍛冶白頭〉、刊年〈道成寺〉、朋年
〈翁〉、別年〈石橋連獅子（シと〉を披く。観世寿夫に憧れて他流
の
能
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
、
若
い
頃
か
ら
小
劇
場
の
演
劇
や
ライブなどにも頻繁に通った。朗年には浅井文義（観世流）、
櫻間金記（金春流）とともに流儀を超えた同人組織「三鈷の
会」を結成。同会では新作能〈鷹姫・幻・晶子みだれ髪〉の上
会
」
の
理
事
・
会
長
と
し
て
の
活
動
、
国
立
能
楽
堂
研
究
公
演
で
の
復
曲
能
・
狂
言
の
演
出
担
当
な
ど
、
研
究
と
実
演
の
場
を
繋
ぐ
仕
事
も
多
い
。
監
修
レ
コ
ー
ド
に
「
京
観
世
を
た
ず
ね
て
」
（
１
９
８
０
年
・
ソ
ニ
ー
）
、
共
著
書
に
岩
波
講
座
「
能
・
狂
言
能
の
作
者
と
作
品
」
（１９８７年・岩波書店）、『能の嚇子事』（１９９０年・音楽
之友社）、「能楽大事典』（２０１２年・筑摩書房）などがある。
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演や岡本章主宰「錬肉工房」との提携公演など、数々の意欲
的
な
試
み
を
行
う
。
ま
た
流
儀
の
仲
間
と
「
妙
花
の
会
」
「
広
島
花
の
会」を発足きせ研鐙を重ねるとともに、「粟谷能の会」にお
いて〈安宅・隅田川・望月・卒都婆小町・石橋・木賊・鶏鵡
小町〉を披演。２０００年には従弟の粟谷明生と「粟谷能の
会
研
究
公
演
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
地
謡
の
研
鑓
や
小
書
の
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。
「
粟
谷
能
の
会
」
主
宰
。
重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持
者
。
日
本
能
楽
会
会
員
。
一
般
社
団
法
人
日
本
能
楽
会
理
事
。
公
益
財
団
法
人
十
四
世
六
平
太
記
念
財
団
理
事。な
お
贈
呈
式
は
、
次
に
記
す
催
花
賞
と
あ
わ
せ
て
、
２
０
１
３
年
１
月
Ⅲ
日
（
月
）
午
後
６
時
半
よ
り
、
ハ
イ
ァ
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
か
れ
た
。
受
賞
者
を
は
じ
め
、
選
考
委
員
、
法
政
大
学
関
係
者
、
能楽関係者ら而名の出席のもとに、徳安彰常務理事から賞状
と賞金（各加万円）が贈られ、レセプションに移って歓談の後、
午
後
８
時
半
過
ぎ
に
散
会
し
た
。
［第一一十三回催花賞］
〔
受
賞
者
〕
｜
色
町
能
楽
保
存
会
（
い
つ
し
き
ち
よ
う
の
う
が
く
ほ
ぞ
ん
か
い
）
（
会
長
吉
川
貞
夫
）
〔
贈
呈
理
由
〕
南
北
朝
期
以
来
の
伊
勢
猿
楽
の
歴
史
を
受
け
継
ぐ
同
会
は、地域を挙げてその伝統の保存・継承に努めるとともに、
伊
勢
を
舞
台
に
精
力
的
な
演
能
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
猿
楽
の
成
立
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
呪
師
の
芸
能
を
今
に
伝
え
て
い
る
点
や
、
地
域
の
人
々
の
献
身
的
な
努
力
と
熱
意
の
も
と
に
能
楽
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
点
も
高
く
評
価
さ
れ
る
。
〔
主
な
活
動
履
歴
〕
三
重
県
伊
勢
市
一
色
町
の
能
楽
保
存
団
体
。
一
色
町
で
の
能
の
歴
史
は
、
伊
勢
猿
楽
の
和
屋
座
の
大
夫
が
戦
国
期
の
争
乱
に
よ
っ
て
一
色
町
に
移
住
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来
、
同
地
で
は
町
民
に
よ
る
神
事
能
が
行
わ
れ
、
そ
の
保
存
・
継
承
を
目
的
と
し
て
、
１
９
６
８
（
昭
和
翌
年
に
保
存
会
が
結
成
さ
れ
た
。
同
会
で
は
毎
年
３
月
に
一
色
神
社
の
神
事
能
と
し
て
三
色
能
」
を
行
う
ほ
か
、
１
９
９
８
（
平
成
型
年
、
同
じ
く
伊
勢
の
地
で
活
動
す
る
通
り
能
・
馬
瀬狂言の保存会とともに「伊勢の伝統の能楽を継承する会」
を
結
成
、
「
伊
勢
の
伝
統
の
能
楽
祭
り
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
能
は
喜
多
流
、
狂
言
は
和
泉
流
。
高
林
白
牛
口
二
・
野
村
又
三
郎
他
の
指
導
を
受
け
る
。
後
継
者
の
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
供
会
員
は
２
０
１
２
（
平
成
翌
年
現
在
約
別
名
を
数
え
、
地
元
の
幼
稚
園
児
も
謡
の
習
得
に
励
む
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
能
の
伝
承
が
図
ら
れ
て
い
る
。
。
色
能
」
と
し
て
伊
勢
市
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
。
呪
師
の
芸
能
を
伝
え
る
三
色
の
翁
舞
」
は
、
「
国
の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」
の
選
択
を
受け、肥（平成型年に調査報告書が、Ⅲ（平成Ⅲ）年に映像記
録
が
作
成
さ
れ
た
。
２
０
１
２
年
ｎ
月
現
在
の
会
員
乃
名
。
［研究・調査活動］
型付資料の全国的調査と古型付の復元
文部科学省科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽「型付」の全
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型
付
の
記
述
ル
ー
ル
解
明
の
た
め
の
、
文
理
融
合
研
究
異分野融合による方法的革新をめざした人文・社会学研究
推
進
事
業
「
工
学
的
知
見
の
活
用
に
よ
る
能
楽
「
型
付
」
の
記
述
ル
ー
ル及び技芸伝承システムの解明」（平成Ⅲ～閉年度。研究代
表
者
山
中
玲
子
）
に
基
づ
く
文
理
融
合
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第
四
年目。合成ツールの精度を上げ、研究者・素人の愛好者等に
よ
る
評
価
も
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
四
の
⑦
邑
弓
■
巴届（米国。ポスター発表）、Ｏ弓の冒・三の国◎］四（ドイツ）等、
国
際
学
会
で
発
表
し
た
。
ま
た
、
研
究
者
能
役
者
・
歌
舞
伎
役
者
・
武
術
研
究
家
・
チ
ェ
コ
語
狂
言
の
役
者
等
を
招
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
本
研
究
の
作
業
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
型
付
の
記
述
ル
ー
ル
や
能
の
所
作
の
特
徴
に
つ
い
て
は
研
究
メ
ン
バ
ー
の
中
司
が
、
成
果
を
発
表
し
た
。
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
前
号
掲
載
の
三
報
告
】
創
立
帥
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通底するもの・際だっものｌ」参照。
国
的
調
査
と
、
技
芸
伝
承
に
お
け
る
そ
の
役
割
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究」（平成Ⅲ～皿年度。研究代表者山中玲子）に基づく研究プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
度
。
前
年
度
に
引
き
続
き
「
秋
田
城
介
筆
型
付
」
研
究
会
に
お
い
て
同
書
の
解
読
・
分
析
を
進
め
、
能
役
者
の
協
力
を
得
て
四
曲
の
演
出
を
復
元
・
実
演
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
号
掲
載
の
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報
告
「
江
戸
初
期
型
付
に
基
づ
く
実
験
的
復
元」」参照。
若
手
研
究
者
に
よ
る
能
楽
研
究
会
今
年
度
も
学
内
外
の
若
手
研
究
者
に
よ
る
研
究
会
を
行
っ
た
。
各
回
の発表者と題目は以下の通り。
第
皿
回
５
月
ｎ
日
能
に
お
け
る
禅
と
隠
遁
周
重
雷
第
邪
回
６
月
四
日
世
阿
弥
の
「
禅
的
教
養
」
を
め
ぐ
る
考
察
上
野
太
祐
第
朋
回
７
月
即
日
寛
延
三
年
元
章
勧
進
能
に
つ
い
て
ｌ
興
行
収
入
の
歴
史
か
ら
ｌ
青
柳
有
利
子
享保から明和頃の「大原御幸」
井
上
愛
明和改正謡本『絵馬』について
中
司
由
起
子
観
世
元
章
の
型
ｌ
小
書
演
出
の
な
い
曲
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
金
春
家
旧
伝
文
書
の
総
合
的
調
査
文部省科学研究費補助金（基盤Ｂ）「能楽資料学構築に向け
た
金
春
家
旧
伝
般
若
窟
文
庫
の
総
合
的
文
書
調
査
」
（
平
成
卵
～
閉
年
度
。
研
究
代
表
者
宮
本
圭
造
）
に
基
づ
く
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
能
楽
研
究
所
が
所
蔵
す
る
金
春
家
旧
伝
文
書
の
解
題
目
録
作
成
に
向
け
た
総
合
的
調
査
を
行
う
。
本
年
度
は
、
伝
書
抜
書
・
謡
本
・
書
状
な
ど
の
資
料
を
中
心
に
撮
影
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
個
人
蔵
の
金
春大蔵家伝書の調査・撮影、大阪天満宮蔵の江戸期の社家日
記
に
見
え
る
演
能
記
録
の
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
近
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
公
開
を
予
定
し
て
い
る
。
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「
鴻
山
文
庫
蔵
能
楽
資
料
解
題
下
」
の
作
成
に
つ
い
て
創
立
帥
周
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
「
鴻
山
文
庫
」
の
解
題
を
年
度
内
に
刊
行
す
べ
く
鋭
意
進
め
た
。
作
成
の
段
階
で
新
た
な
未
整
理
の
資
料
が
見
つ
か
る
な
ど
、
作
業
は
難
航
し
、
年
度
内
の
刊
行
は
実
現
し
な
かった（平成二十五年度に刊行済。総頁六百二十頁）。
［教育・普及活動］
深
澤
希
望
第
Ⅳ
回
９
月
Ⅲ
日
観世長俊と風流ｌ〈輪蔵〉を中心にｌ
三
浦
玲
第
泌
回
、
月
砠
日
〈木霊浮舟〉の浮舟像
倉
持
長
子
第
別
回
ｎ
月
加
日
「千手」をめぐって
井
上
愛
第
刈
回
皿
月
ｎ
日
今読み解く能〈俊成忠度〉
柳
瀬
千
穂
第
皿
回
１
月
肥
日
高
松
藩
の
能
青
柳
有
利
子
第
犯
回
２
月
別
日
能〈当麻〉における本説処理
ツ
ァ
ラ
ヌ
・
ラ
モ
ー
ナ
第
犯
回
３
月
別
日
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
能
の
公
演
を
め
ぐ
る
諸
問
題ビュ
ー
ニ
ュ
・
マ
ガ
リ
能
楽
研
究
所
創
立
六
十
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「能の所作を考える１通底するもの・際だっもの」
能
楽
研
究
所
創
立
六
十
周
年
を
記
念
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
２
０
１
２
年
ｎ
月
咄
日
、
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
妬
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
午
前
皿
時
か
ら
午
後
５
時
別
分
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の
・
際
だ
っ
も
の
」
。
題
目
と
講
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
午
前
の
部
講
演
「
狂
言
の
「
型
」
ｌ
表
現
法
の
本
質
に
迫
る
」
ピープル・オンジェイ（茂山千五郎家狂言研修生、
なごみ狂言会チェコメンバー）
講
演
「
身
体
運
用
の
根
幹
を
知
る
ｌ
背
・
大
腿
・
股
関
節
ｌ
」
甲野善紀（武術研究家）
午
後
の
部
ワークショップ「江戸初期型付に基づく実験的復元」
川
月
旧
日
旧
時
～
即
時
犯
分
於
函
青
山
鏡
仙
会
能
楽
研
修
所
江
戸
初
期
筆
「
秋
田
城
介
型
付
」
に
基
づ
く
仕
舞
の
復
元
を
お
こ
な
い
、
能
楽
師
に
舞
っ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
演
目
と分担は以下の通り。
〈千手〉クセ井上貴覚（復元中司由起子）、〈自然居士〉クセ
馬野正基（復元江口文恵）、〈田村〉キリ井上貴覚（復元深澤
希
望
）
、
〈
山
姥
〉
キ
リ
馬
野
正
基
（
復
元
柳
瀬
千
穂
）
、
司
会
山
中
玲
子
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エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
。
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
講
座
「新・能楽講座」
２
０
０
４
年
度
か
ら
新
シ
リ
ー
ズ
を
開
始
し
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
能
楽
講
座
の
第
９
回
。
本
年
度
の
講
座
名
は
「
新
・
能
楽
講座Ⅸｌ〈海士〉徹底分析Ｉ（４日間４講座）。〈海士二曲をと
り
あ
げ
、
テ
キ
ス
ト
を
丁
寧
に
読
み
作
品
の
概
要
を
押
さ
え
、
演
出
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
曲
の
本
意
に
つ
い
て
実
演
者
か
ら
お
話
を
伺
う
と
ともに、興福寺の宝珠や志度寺の縁起、龍女、法華人講等、
〈海士〉に関わる仏教世界や、藤原北家にまつわる歴史的背景、
関連芸能等、様々な角度から〈海士〉について考えた。４日間
の
内
容
と
講
師
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
１
回
〈
海
士
〉
の
テ
キ
ス
ト
精
読
山
中
玲
子
第２回〈海士〉の演出研究と実演について
観
世
喜
正
・
中
司
由
起
子
第
３
回
〈
海
士
〉
の
仏
教
的
世
界
高
橋
悠
介
研
究
報
告
「
文
理
融
合
に
よ
る
能
の
所
作
研
究
」
中司由起子（法政大学能楽研究所兼任所員）
対
談
「
能
の
所
作
と
伝
承
」
観世鏡之丞（能楽シテ方観世流）
聞
き
手
山
中
玲
子
（
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
教
授
）
対
談
「
歌
舞
伎
の
所
作
・
踊
り
の
所
作
」
中村京蔵（歌舞伎俳優）
聞
き
手
児
玉
竜
三
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）
［資料の受贈］
岩
田
裕
吉
氏
よ
り
、
野
上
豊
一
郎
・
弥
生
子
夫
妻
御
遺
蔵
の
能
面
・
鼓胴など、野上家旧蔵資料十数点の資料の寄贈を受けた。御
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
は
平
成
二
十
五
年
冬
に
法
政
大
学
ポ
ァ
ソ
ナ
ー
ド
タ
ワ
ー
博
物
館
展
示
室
で
開
催
さ
れ
た
「
野
上
豊
一
郎
と
弥
生
子
展」において初めて一般公開された。ご寄贈いただいた岩田
氏のご芳志に対し厚く御礼申し上げる。
［所員の活動］
山
中
玲
子
「
所
作
単
元
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
演
技
合
成
ツ
ー
ル
Ｉ
新
し
い
型
付
研
究
を
め
ざ
し
て
ｌ
」
『
能
と
狂
言
』
Ⅲ
号
皿
年
４
月
三
天
女
舞
』
応
用
の
一
形
態
ｌ
神
と
遊
女
が
舞
っ
た
菩
薩
の
舞
ｌ
」
『
中
世
文
学
と
隣
接
諸
学
７
中
世
の
芸
能
と
文
芸
」
竹
林
舎
皿年５月
「世阿弥時代の能の演技（弓の弓日旨いｚｑ宮田の自己》の団日の）」
白目ｏ言、ｏロ一三旦呂目の“の己〕の号『旨四宮。１日一目』言・旱
の目Ｃ目甫潴誘曹
閂
己
閂
Ｃ
已
二
出
版
皿
年
８
月
Ｓ図の］。ご目の旨・【向四亀臼▽どののぎ弓。旨い等の訂白冒ｚ・ず
Ｑｇ目の⑰の阜凹三○三）己目８皆旨呂・己．》
三四の罠】○の匠買目禺の言の①巨富量目宣菖呂宣罫烏時・
Ｚ鳥、房巨富共著
第
４
回
〈
海
士
〉
の
歴
史
的
背
景
と
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
宮
本
圭
造
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宮
本
圭
造
「
レ
ン
ズ
が
と
ら
え
た
能
楽
史
⑩
」
『
能
と
狂
言
』
ｎ
号
皿
年
４
月
「能・狂言と絵画」
「
能
楽
研
究
」
〃
号
妬
年
３
月
「みちのくの能・狂言」（青柳有利子、内田英亮他と共著）
「
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
」
７
号
妬
年
３
月
倉巨肩目呂・亘Ｃ・【号『の目Ｃ①・目Ｃ］ず①。冒邑のご己》
趾
年
９
月
「
能
楽
研
究
所
創
立
㈹
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の
・
際
だ
っ
も
の
ｌ
能
の
所
作
と
伝
承
』
ｌ
観
世
鍍之丞氏に聞くＩ」
『
能
楽
研
究
」
師
号
妬
年
３
月
「研究展望（平成ｎ年作品研究と「
能
楽
研
究
』
〃
号
妬
年
３
月
［講演・対談等］
「能の伝承ｌ模倣と創造ｌ」（講演・友枝雄人氏との対談）
「
模
倣
と
創
造
ｌ
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
文
化
伝
承
の
現
象
学
」
第
２
回
於
函
明
治
大
学
皿
年
７
月
「能の所作と伝承」（観世鍍之丞氏との対談）
能
楽
研
究
所
創
立
㈹
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
所
作
を
考
え
る１通底するもの・際だつものｌ」於
亜
法
政
大
学
皿
年
ｎ
月
「世阿弥の言葉をきく」
講
座
歴
史
の
歩
き
方
第
阻
回
三
風
姿
花
伝
』
に
学
ぶ
」
於
卵
よ
み
う
り
ホ
ー
ル
妬
年
３
月
「観世文庫の文書組「福王甚五郎出勤停止につき言上状』」
「
観
世
」
別
巻
３
号
筋
年
３
月
「研究展望（平成ｎ年資料研究）」『
能
楽
研
究
』
Ⅳ
号
妬
年
３
月
［講演・研究発表等］
シンポジウム「能・狂言の絵画資料」趣旨説明１列品解説を
兼
ね
て
Ｉ
能
楽
学
会
大
会
於
亜
法
政
大
学
皿
年
５
月
特
集
「
饗
応
と
贈
答
の
な
か
の
中
世
芸
能
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
芸
能
史
研
究
会
大
会
於
亜
同
志
社
大
学
幽
年
６
月
「翁面と鬼神面ｌ能面の源流を探るｌ」
観
世
流
研
修
会
於
率
観
世
能
楽
堂
皿
年
６
月
「
鬼
神
面
の
系
譜
」
観
世
流
研
修
会
於
函
観
世
能
楽
堂
皿
年
四
月
「風俗画に描かれた能狂言Ｉ伊勢参詣曼茶羅を中心にｌ」
風
俗
画
研
究
会
於
函
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
型年ｎ月
「みちのくの能・狂言」
於
函
国
立
能
楽
堂
妬
年
１
月
［展示］
「能・狂言を描く」展示解説
於
寵
法
政
大
学
博
物
館
展
示
室
皿
年
５
月
「収蔵資料展ｌみちのくの能・狂言ｌ」監修
於
亜
国
立
能
楽
堂
展
示
室
型
年
ｎ
月
～
妬
年
１
月
「収蔵資料展ｌ能絵鑑の世界Ｉ」展示解説
於
函
国
立
能
楽
堂
展
示
室
妬
年
２
月
～
３
月
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小
林
健
二
「中世文学と隣接諸学７中世の芸能と文芸」（編著）
竹
林
舎
別
年
５
月
能
の
絵
画
的
展
開
’
二
つ
の
新
出
資
料
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
表
き
よ
し
「
特
集
・
能
と
狂
言
の
将
来
を
考
え
る
大
会
テ
ー
マ
の
企
画
に
あ
たって」
『
能
と
狂
言
』
、
号
皿
年
４
月
「今年の鎮仙会公開講座」
「鎮仙』皿年ｎ月
「
研
究
者
に
聞
く
第
十
回
そ
の
こ
「鏡仙」幽年ｎ月
「
研
究
者
に
聞
く
第
十
回
そ
の
二
」
「鏡仙』別年皿月
［講演］
「講座・能との新たな出会いⅢ」於
皿
錬
仙
会
公
開
講
座
別
年
４
月
「講座・能との新たな出会いⅣ」於
叩
鍍
仙
会
公
開
講
座
皿
年
９
月
「
シ
リ
ー
ズ
講
座
・
世
阿
弥
を
読
む
（
花
伝
と
於
叩
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
叫
年
４
月
～
８
月
「シリーズ講座・世阿弥を読む（花鏡と
於
函
オ
フ
ィ
ス
し
み
か
ん
皿
年
ｎ
月
～
ｎ
月
「アート講座Ⅳ・能・狂言の魅力」
於
函
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
か
わ
ざ
き
実
行
委
員
会
別
年
ｎ
月
「鎮仙会定期公演事前講座」
於
坤
鏡
仙
会
妬
年
２
月
『中世文学と隣接諸学７中世の芸能と文芸』
竹
林
舎
皿
年
５
月
弓平家物語」から芸能へｌ悪七兵衛景清像の展開」
「
観
世
』
門
巻
７
号
皿
年
７
月
「豊公能〈高野山詣〉制作上演の背景」
「
文
学
」
９
．
，
月
号
別
年
９
月
研究展望（平成ｎ年能楽史研究）「
能
楽
研
究
」
Ⅳ
号
妬
年
３
月
［講演・研究発表］
研究報告講演「屏風絵を読むｌ香川県立ミュージァム蔵「源
平
合
戦
図
屏
風
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
科
研
費
基
盤
研
究
Ｂ
研
究
課
題
芸
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
」
研
究
ｌ
文
芸
・
絵
画
・
言
語
・
歴
史
を
総
合
し
て
ｌ
」
於
四
国
学
院
大
学
皿
年
４
月
基調講演「物語絵となった能ｌ絵巻・絵本、そして屏風絵」
能
楽
学
会
大
会
於
牽
法
政
大
学
皿
年
５
月
石
井
倫
子
「転生する中将姫１本地物としての〈当麻〉Ｉ」
「
鵜
沢
久
の
会
第
肥
回
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
叫
年
ｎ
月
「書評・伊海孝充著「切合能の研究芒
「
国
語
と
国
文
学
」
朗
巻
９
号
皿
年
９
月
「
書
評
・
小
川
剛
生
著
「
足
利
義
満
公
武
に
君
臨
し
た
室
町
武
将
臣
『
国
文
目
白
』
印
号
妬
年
２
月
「
能
界
展
望
（
平
成
二
十
二
年
）
」
『
能
楽
研
究
」
〃
号
朋
年
３
月
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伊
海
孝
充
研
究
展
望
（
平
成
ｎ
年
狂
言
研
究
）
『
能
楽
研
究
」
Ⅳ
号
妬
年
３
月
［研究発表］
「儀理能に関する一考察」
能
楽
学
会
大
会
於
函
法
政
大
学
刈
年
５
月
「
酒
宴
を
描
く
ｌ
軍
記
物
語
の
饗
宴
と
芸
能
の
相
関
性
ｌ
」
「
文
化
現
象
と
し
て
の
源
平
盛
衰
記
」
研
究
公
開
研
究
集
会
於
卵
国
学
院
大
学
皿
年
ｎ
月
［解説等］
「明窓浄机」
「
金
春
月
報
」
趾
年
４
月
～
妬
年
３
月
「平家物語略年表」
「
観
世
」
乃
巻
８
号
皿
年
８
月
「平家人物相関図」
『
観
世
』
ｎ
巻
９
号
別
年
９
月
［講座］
能
楽
水
先
案
内
「
能
に
み
る
日
本
の
物
語
」
於
函
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
皿
年
４
月
〈当麻〉をよく知る為の事前講座
於
亜
国
立
能
楽
堂
大
講
義
室
皿
年
皿
月
能
楽
水
先
案
内
「
世
阿
弥
の
稽
古
論
ｌ
「
風
姿
花
伝
」
「
第
一
年
来
稽
古
条
々
」
か
ら
『
習
道
書
」
へ
Ｉ
」
於
卵
日
本
女
子
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
皿
年
、
月
能楽鑑賞事前講座「巴」
於
率
日
本
女
子
大
学
西
生
田
成
瀬
講
堂
妬
年
１
月
中
司
由
起
子
「国立能楽堂公演番組解説」「国立能楽堂」
「金春会定期能番組解説」
江
ロ
文
恵
「番外曲〈竹取〉考」
「
鏡
仙
」
川
号
皿
年
、
月
ワークショップ報告「江戸初期型付に基づく実験的復元」
中
司
由
起
子
、
柳
瀬
千
穂
、
深
澤
希
望
と
共
著
「
能
楽
研
究
』
Ⅳ
号
妬
年
３
月
「
研
究
展
望
（
平
成
ｎ
年
単
行
本
と
「
能
楽
研
究
」
〃
号
妬
年
３
月
［講演・研究発表］
江戸初期型付に基づく実験的復元」（中司由起子、柳瀬千穂、
深澤希望と共同）
能
楽
学
会
例
会
於
函
鎮
仙
会
能
楽
研
修
所
皿
年
、
月
ポ
ス
タ
ー
発
表
「
江
戸
初
期
型
付
に
基
づ
く
実
験
的
復
元
」
（
中
司
由
起
子
、
柳
瀬
千
穂
、
深
澤
希
と
共
同
）
能
楽
研
究
所
創
立
帥
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の
・
際
だつものｌ」
於
卵
法
政
大
学
幽
年
ｎ
月
「
手
に
と
っ
て
み
る
演
劇
博
物
館
の
た
か
ら
も
の
ｌ
モ
ノ
か
ら
ひ
も
と
く
演
劇
史
ｌ
」
第
四
回
「
資
料
で
見
る
能
の
歴
史
」
早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
冬
講
座
於
函
早
稲
田
大
学
閉
年
１
月
２４２４
年年
４４
月月
Ｉｌ
２５２５
年年
３３
月月
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「観世文庫の文書〃」
「
観
世
』
門
巻
４
号
皿
年
４
月
「小段ってなに？」［中ノリ地］①②．［キリ］・［ノリ地］①
②．［コトバ］の小段「観
世
」
門
巻
６
号
～
ｎ
号
別
年
６
月
～
ｎ
月
『観世』別巻３号
妬
年
３
月
Ｓの月］○℃目の皀・【国四望白・己開雪』ｓ・日】ぬ野の肩目冒ｚ・彦
Ｑｇ目の、の己国三・三）□目８曽旨呂目惑寄房・寄冒目禺鈩
二四の畳○の三戸目鼻①の亘許嵐二四の自己雪号巨画共著
屡三の目呂・己６．号『のロ８８ｓすの冒・『］□の四○尾
皿
年
９
月
「「秋田城介型付』におけるタイハイ」
『
銭
仙
』
Ⅲ
号
皿
年
Ｅ
月
ワークショップ報告「江戸初期型付に基づく実験的復元」
江
口
文
恵
、
柳
瀬
千
穂
、
深
澤
希
望
と
共
著
『
能
楽
研
究
』
〃
号
邪
年
３
月
「研究展望（平成ｎ年作品研究）」「
能
楽
研
究
』
〃
号
妬
年
３
月
「能〈葛城〉考ｌシテの序の舞と「大和舞上
中
世
文
学
会
春
季
大
会
於
亜
中
央
大
学
皿
年
ｎ
月
「
研
究
報
告
・
文
理
融
合
に
よ
る
能
の
所
作
研
究
」
能
楽
研
究
所
創
立
帥
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の・際だつものｌ」
於
亜
法
政
大
学
皿
年
ｎ
月
「江戸初期型付に基づく実験的復元」（江口文恵、柳瀬千穂、
［研究発表］
高
橋
悠
介
「貞慶の春日信仰ｌ称名寺聖教を通して」
「解脱上人貞慶ｌ鎌倉仏教の本流」
奈
良
国
立
博
物
館
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
別
年
４
月
「荒神の図像についてｌ如来荒神を中心に」
「仏教美術論集第二巻図像学１１イメージの成立と伝承」
竹
林
舎
別
年
５
月
「世阿弥から禅竹へ’六輪一露説と禅の問題を中心に」
「中世文学と隣接諸学７中世の芸能と文芸」
深澤希望と共同）
能
楽
学
会
例
会
於
亜
鏡
仙
会
能
楽
研
修
所
型
年
ｎ
月
［講座等］
「
伝
統
芸
能
シ
リ
ー
ズ
能
へ
の
誘
い
」
首
都
大
学
東
京
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
於
亜
首
都
大
学
東
京
邪
年
１
月
～
２
月
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
テ
レ
ビ
「
能
狂
言
」
解
説
別
年
７
月
．
、
月
、
妬
年
１
月
・
２
月
「金沢文庫の中世神道資料百本得名」ｌ翻刻・解題」
「
金
沢
文
庫
研
究
』
棚
皿
年
、
月
「
観
世
文
庫
の
文
書
妬
列
帖
装
小
型
中
本
『
恋
の
お
も
に
Ｅ
『
観
世
』
別
巻
１
号
妬
年
１
月
「観世太夫家における世阿弥自筆能本Ｉ国立能楽堂「観世文
庫」展を通して」
竹
林
舎
別
年
５
月
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「平成別年度国立能楽堂企画展示「観世文庫展』報告書」
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
妬
年
３
月
研究展望（平成ｎ年能楽論研究）「
能
楽
研
究
」
Ⅳ
号
朋
年
３
月
［研究発表］
「伝白雲慧暁撰『由迷能起』について」
「宗教が文化と社会に及ぼす生命力についての研究」研究
集
会
於
亜
国
際
高
等
研
究
所
皿
年
８
月
ニベニの８口・の口＆弓のｚ畳・亘ＰｇＢｇ』弓①望冒忌房日・帛
冨巨急・三ｓ目』因三三ｍ目》》
国際シンポジウム《《ｚ昌○三国の呂匂目』罰出四目》》於亜フ
ランス自国饅（Ｃの弓の両目・忌自。尚冨口のの］ｇ・亘の①の』臣‐
の四Ｏの）
皿
年
ｎ
月
「プラハ国立美術館本「釈迦の本地』について」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
会
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
館
・
美
術
館
保
管の日本仏教美術コレクションと日本観の形成」
於
函
法
政
大
学
叫
年
ｎ
月
［蔵書の出品・掲載］
①
Ｎ
Ｈ
Ｋ
中
高
生
向
け
教
育
番
組
「
ご
已
目
・
ボ
ッ
ク
ス
国
語
／
古
文・漢文」「〃狂言“」（２００７年制作）の再放送（２０１２
年６月羽日）、および番組ホームページに、「天正狂言本」
の映像使用を許可した。
②
Ｊ
Ｒ
東
日
本
発
行
の
会
員
誌
『
大
人
の
休
日
倶
楽
部
ジ
パ
ン
グ
」
お
よ
び
『
大
人
の
休
日
倶
楽
部
ミ
ド
ル
』
各
２
０
１
２
年
６
月
号
に
「二曲三体人形図」「天女舞」の掲載を許可した。
③
東
京
文
化
財
研
究
所
発
行
の
『
概
要
２
０
１
２
』
に
、
『
室
町
末
期
筆長頼本」「呉服」、「金春喜勝節付綴帖本』「呉服」の掲載
を許可した。
④福岡市博物館で開催された平成型年度博物館特別展「能の
か
た
ち
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
美
の
玉
手
箱
」
（
会
期
２
０
１
２
年
９
月
巧
日
～
ｎ
月
ｎ
日
）
に
、
池
田
茂
政
書
状
［
長
知
宛
］
ほ
か
、
計
ｎ
点の貸出を許可した。
⑤
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
発
行
「
婦
人
画
報
』
２
０
１
２
年
、
月
号
目
次に、「光悦謡本』「紅葉狩」の掲載を許可した。
⑥清水寛二還暦記念能〈五尉能初〉（２０１３年１月中に５回
公演）のチラシ、パンフレットに「一一曲三体人形図』「老
体」の図版使用を許可した。
⑦法政大学総長室広報・広聴課発行の雑誌「法政』、月号に、
「能御絵鑑』「楊貴妃」の掲載を許可した。
⑧新潮社発行「芸術新潮』２０１２年、月号に「二曲三体人
形図」「天女舞」、「大野勧進能画巻』「舞台丼見物桟敷夜之
景」の掲載を許可した。
⑨小学館発行の小学館創業卯周年記念企画「日本美術全集」
第Ⅲ巻「宗達・光琳と桂離宮」（江戸時代Ⅱ）に「光悦謡本
（上製異装本巨「井筒」、「光悦謡本（上製異植本）」「紅葉
狩」の掲載を許可した。（２０１３年４月刊行）
⑩
Ｊ
Ｒ
東
海
生
涯
学
習
財
団
が
主
催
す
る
歴
史
文
化
講
座
「
講
座
歴
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史
の
歩
き
方
」
第
他
回
「
「
風
姿
花
伝
」
に
人
生
を
学
ぶ
ｌ
心
よ
り
心に伝はる花」（２０１３年３月７日開催）の配付小冊子に
「一一曲三体人形図」「女舞」、「老舞」の掲載を許可した。
⑪セクターエイティエイト発行「ＫＥＮＳＹＯ」二）一・霊
（２０１３年４月発行）に「一一曲三体人形図」「女体」の掲
載を許可した。
⑫
裏
千
家
同
門
会
発
行
の
機
関
誌
「
同
門
」
２
０
１
３
年
４
月
号
に
『四座役者目録』（上）「宮王三郎鑑氏」の掲載を許可した。
⑬
国
立
能
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
平
成
別
年
度
国
立
能
楽
堂
収
蔵
資
料
展
示「野上記念法政大学能楽研究所設立六十周年記念「収蔵
資料展芒に「能御絵鑑」、「能楽図絵」、「狂言古画」、「狂
言
首
引
図
」
ほ
か
の
貸
出
を
許
可
し
た
。
（
会
期
２
０
１
２
年
Ｅ
月
ｎ日～２０１３年３月即日）
⑭国立能楽堂企画公演〈能を再発見するⅢｌ業平のゆくえｌ〉
（
２
０
１
３
年
６
月
四
日
開
催
）
に
お
い
て
、
能
「
世
阿
弥
自
筆
本
に
よ
る
雲
林
院
」
上
演
の
た
め
、
謡
本
『
雲
林
院
世
阿
弥
自
筆
本
による』の使用を許可した。
［雑報］
◇
永
野
秀
雄
氏
が
兼
担
所
員
を
退
任
永
野
秀
雄
氏
（
人
間
環
境
学
部
教
授
）
が
２
０
１
２
年
３
月
皿
日
付
で
兼担所員を退任した。
◇
高
橋
悠
介
氏
が
兼
任
所
員
に
就
任
高橋悠介氏（神奈川県立金沢文庫学芸員）が２０１２年４月
１日付で兼任所員に就任した。
◇外国人客員研究員の受入
外
国
人
客
員
研
究
員
と
し
て
シ
ュ
エ
マ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ラ
イ
ン
ハート氏（米国プリンストン大学大学院比較文学科博士課
程）を受け入れた（２０１２年６月〃日～９月ｎ日）。氏の
研究課題は①従来知られていなかったプリンストン大学蔵
の絵巻と幸若舞曲「ざがみ河」の関係②能楽及び日本の文
芸に関する基礎的資料の収集。
◇臨時職員（夜間閲覧業務）の採用
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
２
０
１
２
年
４
月
１
日
付
で
周
重
雷
氏
と
東
條沙織氏を採用した。昨年度と同様、周氏は火曜日、東條
氏
は
木
曜
日
の
夜
間
閲
覧
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
［２０１２年度の所員名と関連委員名］
◎
所
員
所
長
・
専
任
所
員
教
授
山
中
玲
子
専
任
所
員
准
教
授
宮
本
圭
造
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
坂
本
勝
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
小
秋
元
段
兼
担
所
員
文
学
部
教
授
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ネ
ル
ソ
ン
兼
担
所
員
文
学
部
准
教
授
伊
海
孝
充
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
鈴
木
靖
兼
担
所
員
国
際
文
化
学
部
教
授
竹
内
晶
子
兼
担
所
員
デ
ザ
イ
ン
エ
学
部
教
授
岩
月
正
見
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◎
法
政
大
学
能
楽
振
興
基
金
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
委
貝
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
委
員
武
蔵
野
大
学
名
誉
教
授
◎
委委委委委委委委譲運
営
委
員員員員員員員員長員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
兼
任
所
員
事
務
事
務
所
長
専
任
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
兼
担
所
員
国
士
舘
大
学
教
授
国
文
学
研
究
資
料
館
教
授
日
本
女
子
大
学
教
授
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
山
中
玲
子
宮
本
圭
造
坂
本
勝
小
秋
元
段
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ミ
不
ル
ソ
ン
伊
海
孝
充
鈴
木
靖
竹
内
晶
子
岩
月
正
見
小徳福
林安田
表
き
よ
し
小
林
健
二
石
井
倫
子
高
橋
悠
介
中
司
由
起
子
江
口
文
恵
渡
部
英
司
岩
佐
容
子好
責彰朗
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
選
考
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
福
田
好
朗
委
貝
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
徳
安
彰
委
員
能
楽
評
論
家
松
本
雍
委
貝
演
劇
評
論
家
み
な
も
と
ご
ろ
う
委
員
法
政
大
学
名
誉
教
授
西
野
春
雄
委
貝
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
観世鍍之丞
委
貝
能
楽
研
究
所
所
長
山
中
玲
子
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮
本
圭
造
〔
受
贈
図
書
〕
☆単行本〔受入順。＊印は寄贈者。書名・著者・発行年・発
行者の順。著者および編者が発行している場合は、
◎
法
政
大
学
能
楽
賞
委
員
委
員
長
国
際
学
術
支
援
本
部
担
当
常
務
理
事
委
貝
法
人
本
部
担
当
常
務
理
事
委
員
能
楽
研
究
所
所
長
委
員
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
委委委委
員員員員
写
真
家
法
政
大
学
名
誉
教
授
能
楽
研
究
所
所
長
能
楽
研
究
所
専
任
所
員
宮山徳福
本中安田
宮山西服
本中野部
圭玲好
造子彰朗
冬樹春雄
玲
子
圭
造
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「都市を描く‐上泉都と江戸ｌ展示図録』国立歴史民俗博物館・
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
編
平
刈
人
間
文
化
研
究
機
構
「
地
域
発
展
の
た
め
の
日
本
研
究
中
国
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
文
交
流
を
中
心
に
』
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
空
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
皿
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
『
日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
形
成
と
反
響
Ｉ
２
０
１
０
年
ア
ル
ザ
ス
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
』
国
際
日
本
学
研
究
叢
書
肥
」
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
編
平
皿
＊
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
百国臣国白国凄字国○○【ｇＥヨ〕の旨の日］四つ目』
平皿＊国際演劇協会（閂皀へ〔三両沼。）日本センター
ゴ関田屑目白国凄宇田○○二三国】の胃の崖〕『・己諸外国の演
劇事情』平別＊国際演劇協会（自己【三』温の①）日本センター
「黒川文庫目録〔新版〕追補稿」
＊
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
編
平
別
。誹譜絵文厘」注釈抄ｌ江戸座画賛句の謎を解くｌ」
加
藤
定
彦
編
箸
平
皿
＊
勉
誠
出
版
コザの⑦三の８三・二＆岳の三畳・量ｚ・ず己】の畳の
国皇の昌口日昌のの。【＆の日宮屋・邑寄ロの耳・こ（シ～⑦）
四
＆
胃
已
両
目
日
の
耳
著
平
刈
＊
国
立
能
楽
堂
『柳川市史資料編Ｖ＊近世文書（前編）＊」柳川市史編集委
発行者は省略。〕
員
会
編
平
刈
＊
柳
川
市
『
柳
川
市
史
資
料
編
Ｖ
＊
近
世
文
書
（
後
編
）
堂
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
刈
＊
柳
川
市
「柳川歴史資料集成第６集柳川の民俗概観Ⅱ』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
別
＊
柳
川
市
「
柳
川
の
歴
史
４
近
世
大
名
立
花
家
』
柳
川
市
史
編
集
委
員
会
編
平
別
＊
柳
川
市
「中世文華論集第一巻能と謡の世界（上）伊藤正義著
平
別
＊
伊
藤
百
合
子
「観世流舞車謡曲』
＊
水
野
雅
子
「五輪書』
＊
末
武
有
二
宮蔓目高三＄白首己目』
属島ｍＦｐＳ園①編
平犯＊切目皀自三国昏己のａ
『の①富山罵皀の禺邑豊己・開自己の日］呂目の、この烏旦
二
目
己
旨
豈
編
平
別
＊
ｚ
２
習
巨
＆
君
巳
の
の
雷
芹
の
筐
の
こ
「能・狂言の見方、楽しみ方」＊柳沢新治著
平
別
山
川
出
版
「
続
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
橋
本
朝
生
著
平
皿
瑞
木
書
房
＊
橋
本
は
る
み
「古典劇との対話今、舞台表現の魅力を探る』
＊
み
な
も
と
ご
ろ
う
箸
平
皿
翰
林
書
房
「夢幻の可能性畷子方が舞台を創るということ』
＊
山
本
哲
也
・
成
田
達
志
著
平
皿
日
帛
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
＊
山
中
玲
子
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『能のかたちｚ弔勺。ｚ美の玉手箱』＊福岡市博物館編
平
皿
能
の
か
た
ち
展
実
行
委
員
会
『
能
面
の
世
界
』
＊
西
野
春
雄
監
修
、
見
市
泰
男
解
説
平
型
平
凡
社
「
術
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
も
の
へ
」
平
皿
＊
甲
野
善
紀
著
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
「
海
に
漂
う
神
々
１
世
阿
弥
が
伝
え
た
古
代
史
の
真
相
」
中
村
真
弓
著
平
皿
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
＊
村
上
貢
「対訳でたのしむ班女』
三
宅
晶
子
箸
平
皿
＊
槍
書
店
「
対
訳
で
た
の
し
む
千
手
」
竹
本
幹
夫
箸
平
皿
＊
槍
書
店
「
対
訳
で
た
の
し
む
野
宮
』
竹
本
幹
夫
箸
平
別
＊
桧
書
店
「対訳でたのしむ屋島・八島』
竹
本
幹
夫
箸
平
皿
＊
槍
書
店
『
国
立
能
楽
堂
特
別
展
示
加
賀
の
能
楽
名
品
展
」
田
邊
三
郎
助
・
長
崎
巌
監
修
平
別
＊
国
立
能
楽
堂
『
石
見
神
楽
小
辞
典
』
浜
田
市
観
光
振
興
課
監
修
平
筋
浜
田
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会
＊
浜
田
市
観
光
振
興
課
「
カ
ラ
ー
百
科
見
る
・
知
る
．
読
む
能
五
十
番
」
小
林
保
治
・
石
黒
吉
次
郎
編
著
平
朋
＊
勉
誠
出
版
「
北
は
り
ま
定
住
圏
連
携
事
業
文
化
財
巡
回
共
同
企
画
展
西
脇
・
多
可
の
鬼
と
天
狗
」
平
邪
＊
西
脇
市
教
育
委
員
会
・
多
可
市
教
育
委
員
会
「
鴨
長
明
と
そ
の
時
代
方
丈
記
８
０
０
年
記
念
」
平
刈
＊
国
文
学
研
究
資
料
館
編
☆
雑
誌
・
紀
要
な
ど
〔
特
記
し
た
以
外
は
発
行
所
か
ら
の
寄
贈
誌
名
・
号数・発行年・発行所の順〕
〈雑誌など〉
葵
徳
川
美
術
館
だ
よ
り
恥
胆
～
冊
（
平
型
岩
瀬
文
庫
だ
よ
り
恥
羽
～
妬
（
平
皿
・
空
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
お
も
て
川
～
Ⅲ
号
（
平
皿
・
妬
）
大
槻
能
楽
堂
観
世
ｎ
巻
４
号
～
別
巻
３
号
（
平
皿
・
至
檜
書
店
観
世
九
皐
会
定
例
会
５
月
～
４
月
（
平
叫
・
空
観
世
九
皐
会
喜
多
流
職
分
会
自
主
公
演
能
５
月
～
５
月
（
平
別
・
空
喜
多
流
職
分
会
喜
多
流
青
年
能
９
月
喜
多
流
職
分
会
橘
香
Ⅳ
巻
１
号
～
Ｅ
号
（
平
別
）
梅
若
研
能
会
汲
古
ｕ
・
団
号
（
平
別
）
汲
古
書
院
京都薪能岡回（平皿）
京
都
能
楽
会
芸
術
新
潮
血
月
号
「
は
じ
め
て
観
る
能
」
平
刈
新
潮
社
藝
能
咀
号
（
平
皿
）
藝
能
学
会
帛
白
Ｚ
餡
ｓ
ｇ
一
冊
～
船
（
平
別
・
邪
）
セ
ク
タ
ー
エ
イ
テ
ィ
エ
イ
ト
国
文
研
ニ
ュ
ー
ズ
Ⅲ
〃
～
釦
（
平
別
・
空
国
文
学
研
究
資
料
館
調査研究報告釦号（平別）
国
文
学
研
究
資
料
館
国
立
能
楽
堂
州
～
緬
号
（
平
刈
・
空
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
国
立
能
楽
堂
調
査
研
究
ｇ
一
・
６
（
平
皿
）
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
金
剛
の
能
第
２
回
～
第
１
回
（
平
別
・
空
東
京
金
剛
会
金
春
月
報
羽
巻
４
号
～
剥
巻
３
号
（
平
皿
・
妬
）
金
春
月
報
編
集
部
聴
り
卯
～
朋
号
（
平
皿
・
杢
近
松
応
援
団
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サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
川
～
加
号
（
平
刈
・
空サン
ト
リ
ー
美
術
館
紫
明
別
・
刈
号
（
平
朋
・
皿
）
紫
明
の
会
序
破
急
咀
号
（
平
皿
）
大
阪
能
楽
養
成
会
後
援
会
せ
ん
だ
い
市
史
通
信
〃
～
別
号
（
平
別
・
邪
）
仙
台
市
博
物
館
市
史
編
さ
ん
室
地方史情報Ⅲ～Ⅲ（平別・閉）
岩
田
書
院
銭
仙
川
～
棚
（
平
刈
・
閉
）
錬
仙
会
東
海
能
楽
研
究
会
年
報
略
号
（
平
筋
）
東
海
能
楽
研
究
会
名
古
屋
芸
能
文
化
皿
号
（
平
妬
）
名
古
屋
芸
能
文
化
会
日
本
研
究
妬
・
妬
集
（
平
刈
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
能
棚
～
棚
号
（
平
皿
・
空
京
都
観
世
会
能楽タイムズ川～川号（平叫・妬）
能
楽
書
林
能
楽
の
友
剛
～
棚
号
（
平
別
・
閉
）
能
楽
の
友
社
能
楽
連
盟
報
肥
・
孤
号
（
平
別
）
新
潟
県
能
楽
連
盟
能
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
剛
～
棚
号
（
平
別
・
妬
）
観
世
会
能
と
狂
言
ｎ
号
（
平
別
）
能
楽
学
会
橋がかり４月～４月（平皿・閉）
横
浜
能
楽
堂
花もよ創刊号（平別）
ぶんがく社
書
陵
部
紀
要
田
号
〔
陵
墓
編
員
平
翌
宮
内
庁
書
陵
部
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告
６
号
（
平
皿
）
東
京
文
化
財
研
究
所
廣
田
鑑
賞
会
能
四
回
（
平
別
）
廣
田
鑑
賞
会
大
和
座
通
信
畑
・
川
号
（
平
別
）
大
和
座
狂
言
事
務
所
な
ご
み
５
月
号
（
平
別
）
淡
交
社
〈大学紀要〉
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
弱
・
調
号
（
平
趾
・
妬
）
愛
知
淑
徳
大
学
国
文
学
会
青山語文岨号（平皿）
青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会
跡見学園謡曲仕舞部弱年の歩み（平皿）跡
見
学
園
元
顧
問
徳
住
篇
日本の伝統芸能体感講座実施報告書【付資料集】（平別）
大
阪
工
業
大
学
知
的
財
産
学
部
人
文
社
会
研
究
室
文学史研究記号（平刈）
大
阪
市
立
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
文
学
史
研
究
会
語文朋・朋輯（平皿）
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
待
兼
山
論
叢
妬
号
（
平
型
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
皆
威
目
旦
三
の
＆
四
二
）
］
・
２
（
平
皿
）
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
文
化
動
態
論
専
攻
ア
ー
ト
・
メ
デ
ィ
ア
論
研
究
室
演
劇
学
論
叢
ｎ
号
（
平
型大阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
演
劇
学
研
究
室
人間文化研究機構連携展示「都市を描くｌ京都と江戸ｌ」
（
平
型
）
人
間
文
化
研
究
機
構
婦
人
画
報
Ⅲ
月
号
（
平
別
）
ハ
ー
ス
ト
婦
人
画
報
社
「新劇、輝きのⅧ年代大阪労演とその時代Ⅱ】霊◎‐】①＄」
（
平
刈
）
関
西
学
院
大
学
博
物
館
開
設
準
備
室
『
越
前
池
田
能
楽
の
里
が
選
ぶ
能
面
展
第
ｎ
回
全
国
新
作
能
面
公
募
展
作
品
集
』
（
平
空
池
田
町
伝
統
文
化
保
存
活
用
実
行
委
員
会
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上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
田
号
（
平
別
）
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
百
舌
鳥
国
文
羽
号
（
平
別
）
大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会
言
語
文
化
学
研
究
日
本
語
日
本
文
学
編
７
号
（
平
皿
）
大
阪
府
立
大
学
人
間
社
会
学
部
言
語
文
化
学
科
文
藝
論
叢
泥
・
刃
号
（
平
翌
大
谷
大
學
文
藝
學
會
岡
大
国
文
論
稿
仙
号
（
平
型
岡
山
大
学
文
学
部
言
語
国
語
国
文
学
会
國文川号（平皿）
御
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
９
号
（
平
杢
御
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
国
語
国
文
学
会
誌
別
号
（
平
亜
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
金
沢
大
学
国
語
国
文
〃
号
（
平
皿
）
金
沢
大
学
国
語
国
文
学
会
国
文
学
朋
号
（
平
型
）
関
西
大
学
国
文
学
会
国
文
論
藻
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
ｎ
号
〃
号
（
平
型
京
都
女
子
大
学
女
子
大
國
文
川
・
皿
号
（
平
型
京
都
女
子
大
学
国
文
学
会
平成別年度京都府立大学地域貢献型特別研究助成金研究成果
報告書「日本と中国の古典演劇の比較研究」（平別）
京
都
府
立
大
学
山
崎
福
之
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
５
号
・
６
号
（
平
型
神
戸
女
子
大
学
古
典
芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
日
本
文
學
論
究
氾
冊
（
平
至
國
學
院
大
學
國
文
學
會
駒
澤
國
文
蛆
号
（
平
型
駒
澤
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
実
践
国
文
学
Ｍ
・
別
号
（
平
皿
・
閉
）
実
践
国
文
学
会
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
別
集
（
平
型
実
践
女
子
大
学
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
ｎ
号
（
平
別
）
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
人文学報棚（平別）
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
国
文
学
科
紀
要
刈
号
（
平
空
上
智
大
学
国
文
学
科
国
文
学
論
集
妬
号
（
平
至
上
智
大
学
国
文
学
会
学
苑
日
本
文
学
紀
要
Ｗ
号
（
平
筋
）
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
成
膜
國
文
妬
号
（
平
型
成
膜
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
近
松
研
究
所
紀
要
昭
号
（
平
別
）
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
中
央
大
学
国
文
冊
号
（
平
筋
）
中
央
大
学
国
文
学
会
富
士
論
叢
弱
号
巻
１
号
、
別
号
巻
１
号
、
町
号
巻
１
号
（平朋・羽・型東京富士大学学術研究会
山
邊
道
別
号
（
平
至
天
理
大
学
国
語
国
文
学
会
同志社国文学汀・乃号（平皿・閉）
同
志
社
大
学
国
文
学
会
文
学
論
藻
〃
号
（
平
妬
）
東
洋
大
学
文
学
部
日
本
文
学
文
化
学
科
二松別集（平別）
二松學舍大学大学院文学研究科
二松學舍大学論集閃号（平翌
二松學舍大学文学部
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊
姐
集
（
平
皿
）
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
国
文
目
白
駆
号
（
平
至
日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会
演
劇
創
造
皿
号
（
平
皿
）
日本大学芸術学部演劇学科
比
較
文
化
研
究
所
年
報
肥
号
（
平
皿
）
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徳
島
文
理
大
学
比
較
文
化
研
究
所
文
学
論
叢
別
号
（
平
型徳
島
文
理
大
学
文
学
部
文
学
論
叢
編
集
委
員
会
勺囚含ョ旨、曽威匹巨＆＄／舞台芸術研究Ⅳ（平皿）
日本大学大学院芸術学研究科博士前期課程舞台芸術専攻
仏
教
学
部
論
集
船
号
・
〃
号
（
平
皿
・
空
佛
教
大
学
仏
教
学
部
文
学
部
論
集
朋
号
・
師
号
（
平
刈
・
空
佛
教
大
学
文
学
部
歴
史
学
部
論
集
２
．
３
号
（
平
別
・
妬
）
佛
教
大
学
歴
史
学
部
文
教
大
学
国
文
ｎ
号
（
平
型
文
教
大
学
国
文
学
会
法
政
大
学
史
資
料
集
詔
集
（
平
型
）
法
政
大
学
ヨ〕のＺ（蔓の序言『国○の両国・国皀崩・恥肥．Ⅳ（平型）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
・
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
研
究
成
果
報
告
集
９
号
（
平
皿
）
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
セ
ン
タ
ー
法
政
史
学
汀
・
氾
号
（
平
型
法
政
大
学
史
学
会
大
学
院
紀
要
的
・
而
号
（
平
皿
・
妬
）
法
政
大
学
大
学
院
文
学
部
紀
要
筋
・
冊
号
（
平
別
・
空
法
政
大
学
文
学
部
研究と評論而号（平皿）
法
政
大
学
第
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